

































































































































































































第1因子 （評価性） 第2因子 （現代性） 第3因子 （暖かさ）
カテゴリー
要因得点 偏相関関係 要因得点 偏相関関係 要因得点 偏相関関係
表5－2　要因分析（立体状態）
第1因子 （評価性） 第2因子 （現代性） 第3因子 （暖かさ）
カテゴリー
要因得点 偏相関関係 要因得点 偏相関関係 要因得点 偏相関関係
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被服の模様と色彩の変化によるイメージ効果
の因子を高める。
　現代性の因子において偏相関係数は，配色数が0．531，基本色が0．376，配色関係がO．294，
模様が0．209であり，配色数や基本色が影響する。要因得点を見ると配色数は5色の組み合
わせが0．509，基本色は青が0. 419と高く，配色関係は対照が0．204，模様は幾何学模様が
0．200であり，これらの組み合わせが現代性のイメージを高める。
　暖かさの因子において偏相関係数は，基本色が0．706，配色関係が0．546，模様が0．237，
配色数が0．189であり，特に基本色と配色関係の影響が大きい。要因得点を見ると基本色は
赤が0．623，黄が0．374，配色関係は対照が0．252，模様は具象模様が0.153，配色数は2色の
組み合わせが0．209であり，これらの組み合わせが暖かさの因子を高める。
　各因子の重相関係数を調べると，評価性O．632，現代性0．644，暖かさ0．853となり，暖か
さの因子以外はやや低い数値を示し，面積比など他の要因が考えられる。
　立体状態の場合，評価性の因子においては偏相関係数は配色関係が0．585，配色数が0.513，
模様が0．438が高く，ついで基本色0．116，服種が0．084である。ここでは配色数配色関係
の影響が大である。要因得点は配色関係が同等，無彩色の場合0．303，0．424，配色数は5
色の組み合わせが0. 585，模様は具象模様O．324，基本色は青や灰，服種はブラウスが評価
性の因子に関与する。
　現代性の因子において偏相関係数は，模様が0．541，服種が0．531，配色関係，配色数，基
本色が0．167，0．165，0．126で，ここでは模様と服種の影響が大きい。要因得点は，幾何学
模様0．411，ブラウス0．380で基本色は青，配色関係は対照，配色数は5色の組み合わせが
現代性のイメージに関与する。
　暖かさの因子において偏相関係数は，基本色が0．842，配色関係が0．699，配色数,服種，
模様が0．280，0．252，0．237であり，基本色と配色関係の影響が大である。要因得点は基本
色の赤3．184，黄1．087，配色関係は同等が1．099，対照が1．038であり，模様は具象模様，配
色は2色の組み合わせ，服種はブラウスであり，これらの組み合わせが暖かさの因子に貢
献する。
　各因子の重相関係数は，評価性0．728，現代性0．793，暖かさ0．867となり，平面状態に比
べ高い数値を示した。立体状態のイメージ効果はこれらの要因で説明づけることができる。
　平面状態と立体状態を比較すると，評価性の因子への影響の度合いは，平面状態の場合
は特に配色関係と模様であるが，立体状態については配色数と配色関係が影響する。現代
性の因子は，平面状態の場合，配色関係と基本色であったが，立体状態では模様，服種が
関与する。暖かさの因子においては，平面，立体状態ともに基本色，配色関係が関与する。
これより模様から受けるイメージは平面・立体状態ともに評価性，現代性，暖かさの因子
であったが要因分析においては，評価性と現代性の因子において差異が生じた。これは平
面状態では模様の配色や基本色に興味，関心がおかれているようであるが，立体状態にな
ると，模様や服装の種類など形にも関心が集まり，これがイメージを形成する要因に変化
をもたらす結果となった。
4．まとめ
コンピュータグラフィックスを使用して平面状態と，立体状態の被服模様の見えを調べ
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イメージ効果について検討した。
　平面状態において模様イメージは評価性，現代性，暖かさの3因子で構築された。立体
状態における模様のイメージも，平面状態の場合と同様であった。
　各因子に影響する要因について検討した結果，平面状態では評価性の因子には，配色関
係が同等や無彩色で，基本色が黄や青の具象模様が影響し，現代性の因子には，配色数が
多く，基本色が青のもの，暖かさの因子には，基本色が赤，黄のものが貢献する。
　立体状態において評価性の因子には，配色関係が同等や無彩色で，配色数が多い具象模
様が影響し，現代性の因子には，幾何学模様で服装の種類はブラウスが影響する。暖かさ
の因子には，基本色，配色関係が影響する。
　被服模様から受けるイメージは平面，立体状態ともに同じであったが，イメージを形成
する要因については評価性，現代性の因子において差異が認められた。特に平面状態にお
いては模様の色が中心に考えられる傾向が認められたが，立体状態においは，模様の種類
や服装の種類など形が関与することが明らかとなった。特に現代性の因子については顕著
である。
　従って，被服をデザインする際には，被服地模様がどのような効果を表現しているかを
読み取り，見る必要がある。
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